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こ
の
一
年
、
イ
ン
ド
の
「
台
頭
」
を
実
感

さ
せ
る
出
来
事
が
相
次
い
だ
。
二
〇
二
二
年

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
イ
ギ
リ
ス
を
抜
い
て
世
界
第
五

位
と
な
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
は
中
国
を

上
回
る
六
・
七
％
を
記
録
し
た
。
人
口
で
は

二
三
年
に
中
国
を
抜
い
て
世
界
第
一
位
に
な

る
こ
と
が
確
実
に
な
っ
て
い
る
。
二
二
年

一
二
月
に
は
Ｇ
20
議
長
国
に
就
任
し
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
」
の
旗
手
と
し
て
の
役

割
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
イ
ン
ド
に
は
「
わ
か
り
に

く
さ
」
が
つ
き
ま
と
う
。
そ
の
最
た
る
例

は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
め
ぐ
る

対
応
だ
ろ
う
。
国
連
安
保
理
や
総
会
で
の
ロ

シ
ア
非
難
決
議
案
の
採
決
で
イ
ン
ド
は
「
棄

いまを読む5冊

①これからのインド
     ――変貌する現代世界とモディ政権
　　堀本武功、村山真弓、三輪博樹・編
　 東京大学出版会、2021 年

②新興大国インドの行動原理
     ――独自リアリズム外交のゆくえ
     伊藤融・著
　  慶應義塾大学出版会、2020 年

④第三の大国 インドの思考
――激突する「一帯一路」と「インド太平洋」
笠井亮平・著

　　文春新書、2023 年

③ マハーバーラタ入門
――インド神話の世界
沖田瑞穂・著

　 勉誠出版、2019 年

⑤ 新インド入門
     ――生活と統計からのアプローチ
     田中洋二郎・著

白水社、2019 年
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権
」
の
立
場
を
貫
い
て
い
る
。
日
米
豪
と
と

も
に
「
ク
ア
ッ
ド
」
を
形
成
す
る
イ
ン
ド
が
、

な
ぜ
ロ
シ
ア
を
め
ぐ
っ
て
は
中
立
な
の
か
。

中
国
と
の
関
係
で
も
、
国
境
問
題
を
め
ぐ
り

死
者
を
出
す
ほ
ど
の
衝
突
が
発
生
す
る
一
方

で
、
イ
ン
ド
は
上
海
協
力
機
構
の
正
式
加
盟

国
で
あ
る
ほ
か
、Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
や
Ｒ
Ｉ
Ｃ（
ロ

印
中
）
の
枠
組
み
を
維
持
し
て
い
る
。
イ
ン

ド
の
真
意
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　

①
は
こ
う
し
た
イ
ン
ド
に
つ
い
て
、

二
〇
一
〇
年
代
以
降
に
焦
点
を
定
め
、
第
一

線
で
活
躍
す
る
日
印
の
研
究
者
が
内
政
や
外

交
、
経
済
、
社
会
の
各
分
野
に
つ
い
て
論
考

を
寄
せ
て
い
る
。
巻
末
に
は
イ
ン
ド
情
報
の

収
集
方
法
に
関
す
る
解
説
と
文
献
案
内
も
あ

り
、
本
書
を
ベ
ー
ス
と
し
て
さ
ら
に
理
解
を

深
め
た
い
読
者
に
と
っ
て
も
有
用
だ
。

　

②
は
、
イ
ン
ド
が
い
か
な
る
ロ
ジ
ッ
ク
に

基
づ
い
て
外
交
・
安
全
保
障
政
策
を
展
開
し

て
い
る
か
を
多
面
的
に
分
析
し
た
書
で
あ

る
。
な
か
で
も
興
味
深
い
の
は
、
著
者
が
以

前
か
ら
注
目
し
て
き
た
「
ア
ル
タ
的
現
実
主

義
」
に
つ
い
て
の
論
考
だ
。
古
代
イ
ン
ド
・

マ
ウ
リ
ヤ
帝
国
の
宰
相
カ
ウ
テ
ィ
リ
ヤ
の
書

と
さ
れ
る
『
実
利
論
（
ア
ル
タ
シ
ャ
ー
ス
ト

ラ
）』
に
基
づ
く
も
の
で
、
現
代
の
イ
ン
ド

外
交
に
も
合
致
す
る
マ
ン
ダ
ラ
的
な
世
界
観

や
実
利
優
先
の
思
考
が
あ
る
と
の
議
論
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
の
戦
略
文
化
や
イ
ン
ド
人
の
マ
イ

ン
ド
を
理
解
す
る
上
で
は
、叙
事
詩『
マ
ハ
ー

バ
ー
ラ
タ
』
を
外
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

③
は
、
世
界
最
長
と
言
わ
れ
る
一
大
叙
事
詩

の
内
容
や
登
場
人
物
、
背
景
を
平
易
に
解
説

し
た
も
の
で
あ
る
。
本
誌
前
号
で
紹
介
さ
れ

た
の
で
、
こ
こ
で
の
五
冊
に
は
加
え
な
か
っ

た
が
、
イ
ン
ド
現
職
外
相
Ｓ
・
ジ
ャ
イ
シ
ャ

ン
カ
ル
氏
の
『
イ
ン
ド
外
交
の
流
儀
』（
白

水
社
、
二
〇
二
二
年
）
で
は
、「
マ
ハ
ー
バ
ー

ラ
タ
外
交
論
」
と
も
言
う
べ
き
論
考
に
一
章

が
割
か
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
の
大
国
化
を
、
中
国
の
「
一
帯
一

路
」
と
日
米
が
推
進
す
る
「
自
由
で
開
か
れ

た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
中
で

ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
問
題
設
定
の
下
で
解

き
明
か
そ
う
と
し
た
の
が
、
④
の
拙
著
で
あ

る
。
独
自
の
行
動
が
目
立
つ
イ
ン
ド
は
、
日

米
中
ロ
を
は
じ
め
、
世
界
に
い
か
な
る
イ
ン

パ
ク
ト
を
及
ぼ
す
の
か
。
そ
の
思
考
に
つ
い

て
、過
去
と
現
在
か
ら
分
析
を
試
み
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
は
台
頭
著
し
い
が
、で
は
そ
の「
中

身
」は
ど
う
な
の
か
。
実
は
こ
れ
が
難
し
い
。

「
発
展
」「
成
長
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
捉

え
る
か
、「
貧
困
」「
格
差
」
と
い
う
ア
プ

ロ
ー
チ
で
捉
え
る
か
に
よ
っ
て
、
浮
か
び
上

が
る
イ
ン
ド
像
は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
。

⑤
は
イ
ン
ド
に
留
学
し
、
現
地
駐
在
経
験
も

あ
る
著
者
が
、
自
身
の
体
験
に
加
え
て
豊
富

な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
こ
の
巨
大
国
家
の
実
態

に
迫
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
認
識
を
裏
付
け
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
イ
ン

ド
の
意
外
な
一
面
を
知
ら
さ
れ
る
も
の
も
あ

り
、
興
味
が
つ
き
な
い
一
冊
だ
。
●




